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(2･1)は量子色力学 (QCD)のLagrangianそのもの｡] (2･1)のLagrangianは, そもそもそ
の構成から,次の局所ゲージ変換

























































































C(x)-与(ckfk(弟 + ckTj: ( - ))
(3.3)
(3.4)






















































































































が従 う｡これからquartetのメトリック(交換関係 )が (適当に規格化を行なって)次の様に
決まる:






































p(a)-(QB,R( A) ) (n>1)
R'n'-(‡)[(TkTp'n~1'xk･i wkePkTp(n-1)γe)+h･C･]
が出るOここでは月(n)の具体的な式よりも,P(n)(n> 1)がQBとヨR(n)との反交換子の形に書









ノルムである｡従ってquartet粒子は見えない｡ け >のノルムは quartetを含まない成分●●●●●
p(o)lf>だけで決定され正定値である.(これで物理的確率解釈が出来るようになるo)物理的
S一行列(即ち,物理的粒子のみを見ている場合のS-行列)のユニタリ性も,す ぐ判る｡今,敬





























































(i)mag.mom.⇒ 1adron中のquarkの有効質量軽い｡(u,d-quark;約 3分の1核子質量 )
⇒実効的には quarkは軽くて強くない束縛状態としてhadronを作っている｡
*)当日の話に多少筆を加えた部分がある｡また当日の内容を文章にすると少々長くなるので,読み辛く
なると思 うが個条書きで御許し頂くこととした｡
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